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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
ク
ロ
ッ
カ
ー
～
始
ま
り
の
物
語
～

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
０
４
５
９
Ｚ

【
作
者
名
】

　
ｓ
ｉ
ｎ
ｎ
ｅ
－
キ
ョ
ノ
リ

【
あ
ら
す
じ
】

　
こ
の
世
界
は
、
平
和
な
筈
だ
っ
た
。
あ
る
日
突
然
、
不
思
議
な
者
達
が
そ
の

平
和
な
筈
だ
っ
た
世
界
を
脅
か
す
。
其
処
に
現
れ
た
の
は
、
ク
ロ
ッ
カ
ス
と
時

計
を
模
し
た
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
ク
ロ
ッ
カ
ー
。
＊
こ
れ
は
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
を
基
に

し
た
全
オ
リ
ジ
ナ
ル
小
説
で
す
。
苦
手
な
方
は
す
ぐ
に
逃
げ
た
ほ
う
が
良
い
で

す
。
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１
話
「
出
会
い
、
始
ま
り
、
青
年
の
変
身
」
（
前
書
き
）

ラ
ラ
「
前
書
き
と
あ
と
が
き
だ
け
で
登
場
し
ま
す
！
鈴
海
ラ
ラ
で
～
す
」

ル
ル
「
同
じ
く
鈴
海
ル
ル
」

ラ
ラ
「
じ
ゃ
、
今
回
の
は
完
全
オ
リ
ジ
ナ
ル
だ
よ
！
」

ル
ル
「
他
の
ｓ
ｉ
ｎ
ｎ
ｅ
執
筆
小
説
に
特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て
出
て
く
る
ら
し
い
」
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１
話
「
出
会
い
、
始
ま
り
、
青
年
の
変
身
」

「
は
～
」

青
年
が
居
た
。

青
年
の
名
前
は
下
樹
雪
人
。

し
も
き
ゆ
き
と

Ｆ
・
Ｔ
と
い
う
花
屋
で
働
く
青
年
だ
。

フ
ラ
ワ
ー
チ
ー
ム

彼
が
溜
息
を
つ
い
て
る
理
由
は
、
今
月
の
食
費
諸
々
に
つ
い
て
だ
っ
た
。

「
何
で
、
こ
ん
な
風
に
な
る
ん
だ
～
・
・
・
。
俺
っ
て
、
結
構
金
遣
い
荒
か
っ

た
っ
け
な
～
」

自
分
の
所
持
金
を
見
て
も
う
一
度
溜
息
を
つ
く
雪
人
。

「
バ
イ
ト
・
・
・
。
増
や
そ
う
か
な
・
・
・
」

仕
事
を
す
で
に
結
構
し
て
い
る
雪
人
に
と
っ
て
は
、
も
う
自
分
の
為
に
使
う
時

間
は
少
な
く
な
っ
て
来
て
い
る
。

そ
れ
で
も
自
分
の
生
活
費
だ
け
は
稼
が
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

「
あ
、
雪
人
く
～
ん
！
」

「
あ
、
蕾
さ
ん
」

彼
女
は
蕾
花
苗
。
Ｆ
・
Ｔ
の
若
き
店
長
で
あ
る
。

つ
ぼ
み
か
な
え

「
だ
か
ら
、
雪
人
君
。
花
苗
っ
て
呼
ん
で
っ
て
言
っ
た
で
し
ょ
。
で
、
ど
う
し

た
の
？
こ
ん
な
所
で
呆
然
と
し
て
」
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「
い
や
～
。
生
活
費
が
厳
し
く
な
っ
て
・
・
・
」

「
ま
た
！
？
雪
人
君
は
、
金
遣
い
が
荒
い
の
よ
。
も
う
。
は
い
」

「
え
？
」

花
苗
は
雪
人
に
手
を
差
し
出
し
た
。

「
今
日
く
ら
い
は
私
が
奢
っ
て
あ
げ
る
。
結
構
お
世
話
に
な
っ
て
る
し
ね
」

「
・
・
・
あ
り
が
と
な
～
！
！
蕾
さ
ん
！
」

「
だ
か
ら
花
苗
っ
て
呼
ん
で
！
」

「
は
い
は
い
」

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

「
は
あ
・
・
・
は
あ
・
・
・
」

少
年
が
走
っ
て
い
た
。

「
見
つ
け
た
。
こ
っ
ち
に
来
い
！
」

「
誰
だ
・
・
・
」

「
覚
え
て
な
い
の
か
。
な
ら
、
力
づ
く
で
捕
ま
え
る
し
か
な
い
か
」

「
は
あ
・
・
・
は
あ
・
・
・
」
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少
年
は
、
追
っ
て
く
る
者
に
追
い
つ
か
れ
な
い
よ
う
、
全
力
で
走
る
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

「
あ
～
、
良
か
っ
た
あ
、
も
う
、
本
当
に
今
月
ピ
ン
チ
だ
っ
た
ん
だ
よ
。
あ
り

が
と
な
、
蕾
さ
ん
」

「
だ
か
ら
、
花
苗
っ
て
呼
ん
で
っ
て
言
っ
て
る
で
し
ょ
。
じ
ゃ
あ
ね
。
雪
人
君
」

そ
う
言
っ
て
、
花
苗
は
帰
っ
て
行
っ
た
。

「
ふ
う
～
。
良
か
っ
た
良
か
っ
た
。
ん
？
」

雪
人
は
あ
る
モ
ノ
を
見
つ
け
た
。

「
君
は
・
・
・
」

そ
れ
は
、
少
年
だ
っ
た
。

ボ
ロ
ボ
ロ
な
布
に
く
る
ま
っ
て
ブ
ル
ブ
ル
震
え
て
い
る
。

「
ど
う
し
た
ん
だ
？
君
は
」

「
ぼ
く
は
、
ク
キ
ル
。
お
兄
ち
ゃ
ん
は
？
」

「
俺
は
下
樹
雪
人
。
で
、
ど
う
し
て
此
処
で
こ
ん
な
事
し
て
る
ん
だ
？
」

雪
人
は
ク
キ
ル
と
名
乗
っ
た
少
年
に
尋
ね
る
。

「
ぼ
く
は
、
何
で
だ
ろ
う
？
何
だ
か
、
追
わ
れ
て
る
み
た
い
な
ん
だ
。
ね
え
、

雪
人
お
兄
ち
ゃ
ん
。
ぼ
く
を
連
れ
て
っ
て
く
れ
る
？
」
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自
分
が
よ
く
分
か
っ
て
な
い
よ
う
に
言
う
ク
キ
ル
に
対
し
、
雪
人
は

「
分
か
っ
た
。
で
も
、
俺
に
着
い
て
き
て
も
あ
ま
り
養
え
な
い
ぞ
？
」

「
ど
う
で
も
い
い
。
た
だ
、
あ
い
つ
ら
か
ら
守
っ
て
く
れ
れ
ば
良
い
か
ら
」

「
分
か
っ
た
。
じ
ゃ
、
付
い
て
来
な
」

「
う
ん
」

雪
人
は
ク
キ
ル
を
連
れ
て
家
に
帰
る
。

「
こ
れ
が
、
ク
ロ
ッ
カ
ー
の
資
格
者
・
・
・
」

ク
キ
ル
は
、
雪
人
に
気
付
か
れ
な
い
様
に
呟
い
た
。

そ
の
近
く
で
は
、
不
思
議
な
少
女
と
少
年
が
居
た
。

「
ね
え
、
ア
レ
ク
。
あ
れ
が
、
ク
キ
ル
な
の
？
」

「
そ
う
ら
し
い
わ
・
・
・
。
コ
ト
ト
。
も
う
少
し
、
彼
を
偵
察
し
て
み
る
わ
。

そ
れ
と
、
あ
の
雪
人
と
い
う
青
年
に
つ
い
て
も
」

「
分
か
っ
た
」

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

「
ね
え
～
、
雪
人
お
兄
ち
ゃ
ん
」
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「
何
だ
？
あ
と
、
俺
の
事
は
雪
人
っ
て
呼
ん
で
く
れ
、
何
だ
か
変
な
感
じ
が
す

る
っ
て
言
う
か
、
悲
し
く
な
る
ん
だ
」

「
・
・
・
・
う
ん
、
分
か
っ
た
。
雪
人
。
ね
え
、
此
処
が
、
雪
人
の
家
？
」

「
あ
あ
、
ク
キ
ル
」

「
何
？
」

雪
人
は
ク
キ
ル
に
訊
く
。

「
本
当
に
俺
で
よ
か
っ
た
の
か
？
」

「
う
ん
。
雪
人
じ
ゃ
な
い
と
駄
目
だ
か
ら
」

ク
キ
ル
は
、
雪
人
に
妙
な
執
着
を
持
っ
て
い
る
。

そ
れ
は
出
会
っ
た
と
き
か
ら
既
に
分
か
る
。

そ
の
時

「
う
う
っ
！
」

「
ど
う
し
た
、
ク
キ
ル
」

「
何
だ
か
・
・
・
西
の
方
向
か
ら
、
悪
寒
が
す
る
。
何
か
、
怪
物
が
暴
れ
て
い

る
み
た
い
だ
！
」

「
怪
物
・
・
・
」

い
き
な
り
苦
し
み
だ
し
た
ク
キ
ル
に
、
雪
人
は
疑
問
に
思
う
。
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「
雪
人
・
・
・
付
い
て
き
て
！
」

「
え
？
あ
、
あ
あ
？
」

ク
キ
ル
は
突
然
雪
人
の
手
を
握
っ
た
か
と
思
う
と
、
雪
人
の
手
を
引
い
て
走
っ

て
行
っ
た
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

「
ふ
ふ
ふ
・
・
・
。
丁
度
良
か
っ
た
わ
ね
」

「
モ
ノ
の
破
壊
衝
動
を
吸
い
取
り
、
何
か
を
怪
物
に
す
る
。
こ
れ
は
、
ブ
レ
イ

ク
モ
ン
ス
タ
ー
と
で
も
言
っ
て
お
く
？
ア
レ
ク
」

「
そ
う
ね
」

先
程
の
少
年
と
少
女
が
石
の
怪
物
を
引
き
連
れ
て
い
る
。

「
あ
ら
、
そ
ち
ら
か
ら
来
て
く
れ
た
よ
う
ね
」

其
処
に
は
、
ク
キ
ル
と
雪
人
が
居
た
。

「
ク
キ
ル
、
一
体
何
な
ん
だ
」

「
雪
人
。
こ
れ
を
使
っ
て
！
」

ク
キ
ル
が
雪
人
に
渡
し
た
の
は
時
計
。
ク
ロ
ッ
カ
ス
の
紋
様
が
彫
ら
れ
て
い
る
。

「
そ
れ
は
！
」
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少
女
・
・
・
ア
レ
ク
が
驚
い
た
よ
う
に
言
う
。

「
こ
れ
は
、
何
だ
？
」

「
ク
ロ
ッ
ク
ベ
ル
ト
。
こ
れ
で
ク
ロ
ッ
カ
ー
に
変
身
し
て
！
」

「
・
・
・
・
」

「
お
願
い
！
」

必
死
で
言
う
ク
キ
ル
に
雪
人
は
心
を
打
た
れ
、
受
け
取
っ
て
い
た
。

「
分
か
っ
た
。
必
死
に
言
う
願
い
事
は
、
叶
え
て
や
ら
な
き
ゃ
な
。
じ
ゃ
、
行

く
ぞ
」

雪
人
は
、
ク
ロ
ッ
ク
ベ
ル
ト
の
鎖
を
腰
に
巻
き
つ
け
る
。

そ
し
て
、
時
計
部
分
を
開
け
て
言
っ
た
。

「
変
身
」

其
処
に
は
、
ク
ロ
ッ
カ
ス
と
時
計
を
模
し
た
者
に
変
身
し
て
い
た
。

「
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
ク
ロ
ッ
カ
ー
。
か
」

ア
レ
ク
は
、
そ
う
言
い
放
っ
た
。

「
成
る
程
、
な
ら
、
行
か
せ
て
貰
う
！
」

続
く
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１
話
「
出
会
い
、
始
ま
り
、
青
年
の
変
身
」
（
後
書
き
）

て
わ
け
で
、
ま
た
は
じ
め
て
し
ま
っ
た
・
・
・
。

何
だ
か
次
々
と
は
じ
め
て
し
ま
う
・
・
・
。

も
う
そ
ろ
そ
ろ
何
か
終
わ
ら
せ
な
き
ゃ
？
（
全
部
大
し
て
進
ん
で
な
い
）
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２
話
「
ク
キ
ル
、
雪
人
、
青
年
の
初
陣
」
（
前
書
き
）

カ
ズ
マ
「
今
回
の
あ
ら
す
じ
は
俺
達
で
す
」

シ
ン
ジ
「
何
で
・
・
・
？
」

カ
ズ
マ
「
ま
あ
良
い
だ
ろ
、
こ
れ
の
本
編
で
は
ま
ず
出
な
い
ん
だ
し
さ
」

シ
ン
ジ
「
ま
、
い
っ
か
。
前
回
の
出
来
事
」

カ
ズ
マ
「

青
年
、
下
樹
雪
人
は
生
活
費
に
困
る
普
通
の
花
屋
店
員
。

し
も
き
ゆ
き
と

あ
る
日
、
勤
務
先
の
店
長
と
の
食
事
の
後
、
ク
キ
ル
と
い
う
少
年
と
出
会
う
。

そ
し
て
、
悪
寒
が
す
る
と
言
っ
た
ク
キ
ル
に
、
雪
人
は
付
い
て
い
っ
た
。

そ
し
た
ら
、
ブ
レ
イ
ク
モ
ン
ス
タ
ー
と
い
う
怪
物
が
暴
れ
て
い
た
。

雪
人
は
、
ク
キ
ル
に
渡
さ
れ
た
ク
ロ
ッ
ク
ベ
ル
ト
を
使
っ
て
変
身
。

仮
面
ラ
イ
ダ
ー
ク
ロ
ッ
カ
ス
・
・
・
じ
ゃ
な
く
て
、
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
ク
ロ
ッ
カ

ー
に
な
っ
た
！

」シ
ン
ジ
「
カ
ズ
マ
・
・
・
」

カ
ズ
マ
「
い
や
・
・
・
つ
い
、
な
」
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２
話
「
ク
キ
ル
、
雪
人
、
青
年
の
初
陣
」

「
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
ク
ロ
ッ
カ
ー
か
・
・
・
」

少
女
は
言
い
放
っ
た
。

其
処
に
立
っ
て
い
る
の
は
、
ク
ロ
ッ
カ
ス
と
時
計
を
思
わ
せ
る
デ
ザ
イ
ン
の
仮

面
ラ
イ
ダ
ー
。

「
ク
ロ
ッ
カ
ス
か
、
俺
の
好
き
な
花
だ
な
・
・
・
。
ま
あ
い
い
、
ま
ず
は
、
其

処
に
怪
物
を
倒
す
ん
だ
ろ
、
ク
キ
ル
」

「
う
ん
、
雪
人
」

ゆ
き
と

「
よ
し
、
じ
ゃ
あ
、
行
く
ぞ
！
」

雪
人
・
・
・
ク
ロ
ッ
カ
ー
は
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
思
わ
せ
る
怪
物
へ
立
ち
向
か
っ

て
行
っ
た
。

「
そ
れ
に
し
て
も
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
な
ん
て
、
物
騒
な
も
ん
だ
な
～
」

雪
人
は
、
軽
々
と
ブ
レ
イ
ク
モ
ン
ス
タ
ー
を
振
り
回
す
。

「
何
だ
ア
イ
ツ
！
」

少
女
は
言
う
。

「
ア
レ
ク
、
だ
っ
た
っ
け
？
雪
人
に
は
、
こ
れ
ま
で
に
居
な
い
ほ
ど
の
ク
ロ
ッ

カ
ー
の
資
質
を
持
っ
て
い
る
。
僕
に
は
、
す
ぐ
に
分
か
っ
た
ん
だ
」
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「
・
・
・
・
」

ア
レ
ク
と
呼
ば
れ
た
少
女
は
、
今
ま
で
に
無
い
苛
立
ち
を
見
せ
て
い
る
。

隣
に
居
た
少
年
・
・
・
コ
ト
ト
は
、
ア
レ
ク
に

「
ア
レ
ク
、
今
の
僕
達
に
勝
ち
目
な
い
よ
、
早
く
行
こ
う
」

「
・
・
・
・
悔
し
い
け
ど
、
私
達
に
ク
ロ
ッ
カ
ー
に
立
ち
向
か
う
程
の
力
は
無

い
わ
、
コ
ト
ト
。
行
き
ま
し
ょ
う
」

「
う
ん
」

そ
う
言
っ
て
、
二
人
は
姿
を
消
し
た
。

「
く
そ
っ
！
あ
い
つ
ら
敵
前
逃
亡
か
！
ま
あ
い
い
、
俺
の
相
手
は
こ
っ
ち
だ
ろ

う
！
」

ク
ロ
ッ
カ
ー
は
叫
び
な
が
ら
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
ブ
レ
イ
ク
モ
ン
ス
タ
ー
と
戦
っ

て
い
る
。

「
何
か
武
器
は
無
い
の
か
！
」

「
武
器
・
・
・
。
あ
、
ベ
ル
ト
の
横
に
あ
る
剣
、
そ
れ
の
ボ
タ
ン
を
押
し
て
！
」

「
分
か
っ
た
！
」

ク
ロ
ッ
カ
ー
は
ク
キ
ル
の
言
う
と
お
り
に
す
る
。

「
そ
し
た
ら
、
相
手
に
降
り
下
ろ
し
て
！
」
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ク
ロ
ッ
カ
ー
は
ブ
レ
イ
ク
モ
ン
ス
タ
ー
に
剣
を
振
り
下
ろ
す
。

「
え
い
や
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
っ
！
！
！
」

そ
の
時
、
ブ
レ
イ
ク
モ
ン
ス
タ
ー
は
崩
れ
落
ち
、
中
か
ら
人
が
出
て
き
た
。

「
・
・
・
！
こ
れ
は
・
・
・
」

「
雪
人
の
知
り
合
い
？
」

「
あ
あ
・
・
・
・
桜
木
英
樹
。
俺
の
中
学
の
知
り
合
い
だ
」

さ
く
ら
ぎ
ひ
で
き

何
故
、
ブ
レ
イ
ク
モ
ン
ス
タ
ー
の
中
に
人
が
居
た
の
だ
ろ
う
か
？

雪
人
に
は
そ
の
疑
問
が
あ
っ
た
。

「
な
あ
、
ク
キ
ル
」

雪
人
は
変
身
を
解
い
て
ク
キ
ル
に
訊
い
た
。

「
何
？
雪
人
」

「
あ
の
、
ブ
レ
イ
ク
モ
ン
ス
タ
ー
っ
て
何
だ
？
何
故
、
中
に
人
が
・
・
・
」

「
・
・
・
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
家
に
戻
っ
て
か
ら
に
し
よ
う
」

「
・
・
・
あ
あ
、
コ
イ
ツ
も
、
家
に
連
れ
帰
る
か
」

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

「
で
、
ブ
レ
イ
ク
モ
ン
ス
タ
ー
っ
て
、
何
だ
？
」
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此
処
は
雪
人
の
家
。

英
樹
は
、
現
在
雪
人
の
家
の
寝
室
で
寝
さ
せ
て
い
る
。

「
ブ
レ
イ
ク
モ
ン
ス
タ
ー
、
っ
て
い
う
の
は
、
人
と
か
の
破
壊
衝
動
を
動
か
し

て
人
を
怪
物
の
仲
に
取
り
込
む
。
周
り
の
モ
ノ
の
破
壊
衝
動
も
吸
い
取
っ
て
、

破
壊
だ
け
を
す
る
人
形
な
ん
だ
よ
」

「
そ
ん
な
も
の
が
・
・
・
」

「
う
ん
、
そ
れ
を
作
る
の
は
、
破
壊
者
・
・
・
・
ま
あ
、
僕
は
ブ
レ
イ
カ
ー
っ

て
呼
ん
で
る
け
ど
ね
。
そ
の
人
達
が
、
ブ
レ
イ
ク
モ
ン
ス
タ
ー
を
作
っ
て
る
ん

だ
よ
」

「
な
あ
、
何
で
、
ク
キ
ル
は
、
其
処
ま
で
知
っ
て
る
ん
だ
？
」

雪
人
は
ク
キ
ル
に
訊
い
た
。

「
・
・
・
・
分
か
ら
な
い
、
僕
、
い
つ
の
ま
に
か
追
わ
れ
て
て
、
い
つ
の
ま
に

か
ク
ロ
ッ
ク
ベ
ル
ト
を
持
っ
て
て
、
何
故
か
そ
の
事
を
知
っ
て
た
。
で
も
、
雪

人
と
一
緒
に
居
れ
ば
、
思
い
出
せ
る
気
が
し
た
ん
だ
」

「
・
・
・
・
俺
は
な
、
昔
空
手
、
柔
道
、
と
か
、
そ
ん
な
感
じ
の
格
闘
技
や
っ

て
た
ん
だ
」

「
だ
か
ら
、
結
構
戦
闘
が
出
来
た
ん
だ
」

「
ま
あ
、
な
。
で
も
、
ア
イ
ツ
・
・
・
雪
良
が
死
ん
で
か
ら
、
や
め
た
ん
だ
。

せ
つ
ら

雪
良
が
居
た
か
ら
、
頑
張
れ
て
い
た
。
ア
イ
ツ
が
居
な
く
な
っ
て
、
泣
い
て
、

泣
い
て
、
涙
が
枯
れ
る
ま
で
泣
い
て
、
そ
れ
で
、
英
樹
に
救
わ
れ
た
ん
だ
。
蕾
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さ
ん
と
か
、
Ｆ
・
Ｔ
の
人
達
に
な
」

雪
人
が
過
去
の
話
を
す
る
の
は
、
ク
キ
ル
が
初
め
て
だ
っ
た
。

雪
人
は
、
今
ま
で
妹
の
事
を
思
い
出
し
て
悲
し
く
な
る
か
ら
、
と
こ
の
話
を
す

る
事
を
拒
み
続
け
て
い
た
。

妹
が
居
な
く
な
っ
て
か
ら
雪
人
に
は
何
も
無
い
毎
日
が
あ
っ
た
。

悲
し
み
の
ど
ん
底
か
ら
雪
人
を
助
け
た
の
は
、
桜
木
英
樹
と
蕾
花
苗
だ
っ
た
。

「
ふ
う
ん
・
・
・
。
だ
か
ら
、
”
お
兄
ち
ゃ
ん
”
っ
て
呼
ば
れ
た
く
な
か
っ
た

ん
だ
」

「
・
・
・
・
あ
あ
・
・
・
」

雪
人
は
、
寝
室
に
行
っ
た
。

「
英
樹
・
・
・
」

「
・
・
・
・
雪
人
、
此
処
は
・
・
・
」

「
俺
の
家
だ
。
お
前
、
路
上
で
倒
れ
て
た
ん
だ
ぞ
」

雪
人
は
、
あ
え
て
あ
の
事
を
言
わ
ず
、
倒
れ
て
た
と
だ
け
言
っ
た
。

「
そ
う
な
の
か
！
？
い
や
～
、
そ
れ
に
し
て
も
、
変
な
夢
見
た
な
～
」

「
変
な
夢
？
」

雪
人
は
英
樹
に
訊
い
た
。

「
あ
あ
、
な
ん
か
、
変
な
少
女
と
少
年
が
、
俺
に
羽
を
投
げ
つ
け
て
来
た
ん
だ
。



17

そ
し
て
、
気
が
遠
く
な
っ
て
怪
物
の
中
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
暴
走
し
て
る
っ
て

夢
。
ま
、
何
か
変
な
奴
に
止
め
ら
れ
た
ん
だ
け
ど
さ
。
何
処
か
ら
夢
で
、
何
処

ま
で
現
実
だ
っ
た
ん
だ
ろ
う
な
～
。
い
や
、
全
部
夢
か
？
」

「
へ
え
～
、
そ
ん
な
の
見
る
事
も
あ
る
ん
だ
な
～
」

雪
人
は
反
応
を
示
さ
な
い
よ
う
に
言
う
。

「
そ
れ
、
お
前
の
悪
い
癖
だ
な
」

「
は
？
」

「
い
や
、
何
で
も
ね
ー
よ
。
世
話
に
な
っ
た
な
。
じ
ゃ
」

「
あ
、
あ
あ
・
・
・
」

雪
人
は
、
英
樹
を
見
送
っ
た
。

英
樹
が
帰
っ
た
後
、
ク
キ
ル
は
言
っ
た
。

「
あ
の
英
樹
っ
て
人
・
・
・
雪
人
が
ク
ロ
ッ
カ
ー
っ
て
知
っ
て
る
・
・
・
な
ん

で
？
」

「
ア
イ
ツ
に
は
、
昔
か
ら
変
な
才
能
あ
る
ん
だ
よ
。
そ
れ
の
せ
い
で
虐
め
ら
れ

た
事
も
あ
っ
た
ん
だ
」

「
ふ
う
ん
」

続
く
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２
話
「
ク
キ
ル
、
雪
人
、
青
年
の
初
陣
」
（
後
書
き
）

カ
ズ
マ
「
２
話
も
終
わ
っ
た
な
～
」

シ
ン
ジ
「
な
」

カ
ズ
マ
「
こ
れ
だ
け
・
・
・
な
の
か
？
」

シ
ン
ジ
「
ら
し
い
ね
」
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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